
2007年5月9日
 

第１５回「東京グリーンシップ・アクション」活動のお知らせ
 

～東京に残された貴重な自然環境を守る～

当社（社長：西尾進路）は、環境貢献活動の一環として、2004年11月から東京都が主催する「東京グリーンシップ・アクション」に

参加し、今年度で第３期目に入ります。図師(ずし)小野路(おのじ)歴史環境保全地域（東京都町田市）での活動を継続する中

で、5月12日（土）通算１５回目となる今年度第２回目の活動に社員およびその家族がボランティアで参加しますのでお知らせい

たします。

この環境保全活動は、典型的な里山の風景をそのまま残す｢図師小野路歴史環境保全地域｣にて、環境保全にかかわる地元

農家の人々の指導のもと、社員ボランティアが年間を通して自然と共存しながらの伝統的な農法による農業を体験するもので

す。参加者はこの環境保全型農業体験を通して、里山の自然の動植物の価値や保全の大切さについて認識を深めていきま

す。

今年度第２回目の活動は、田植え前の準備として、草刈り、田起し、水路の整備、畦補修を行います。
 

年間の活動の中で、体力的に一番厳しい活動ですが、約４０名の社員およびその家族が参加する予定です。

当社は、グループ理念に「エネルギーの未来を創造し、人と自然が調和した豊かな社会の実現に貢献します」と掲げ、ＣＳＲ活

動強化の一環として、社会とのかかわりを大切に考え、積極的に環境貢献活動を推進しております。今後も、本活動をはじめ、

ＥＮＥＯＳカードによる社団法人国土緑化推進機構への寄付、「ＥＮＥＯＳの森」の森林保全など、さまざまな環境貢献活動を継

続的に実施してまいります。

記

1. 東京グリーンシップ・アクション
 

保全地域※における企業・ＮＰＯ等と東京都が連携した自然環境保全活動です。企業は一定の資金の提供とボランティア

活動を行うことにより、都内の貴重な自然の保護や回復に協力します。
 

※ 「東京における自然の保護と回復に関する条例」に基づき、都が指定する地域です。良好な自然地や歴史的遺産と一体となった樹林など、都

内に残る貴重な自然地を都民の大切な財産として末永く残していくことが目的です。現在都内には45カ所の「保全地域」があります。そのうち

の９地域で本活動が行なわれています。

2. 協定期間　　2007年3月19日～2008年3月31日

3. 活動場所　　図師小野路歴史環境保全地域（東京都町田市）

4. 提供金額　　年間100万円

5. 参加者　　　協定期間中、8回の里山保全活動が予定されております。毎回、当社社員ボランティアが参加します。

6. 役割分担
 

◆東京都…活動の場の提供、道具類の貸与
 

◆ＮＰＯ（町田歴環管理組合）…活動の運営
 

◆企業（当社）…資金の提供、社員ボランティアの参加

7. 今期の活動内容

通算回数 日程 活動内容

１４回 第１回 ２００７年　４月１４日 講義および保全地域内見学

１５回 第２回 ２００７年　５月１２日 草刈り、田おこし、水路の整備、畦補修

１６回 第３回 ２００７年　６月１６日 苗とり、田植え

１７回 第４回 ２００７年　７月１４日 田んぼの草取り、周囲の草刈り

１８回 第５回 ２００７年　８月　４日 ぬり干しと観察会

１９回 第６回 ２００７年１０月２０日 稲刈り、稲の架け干し

２０回 第７回 ２００７年１１月　３日 脱穀



２１回 第８回 ２００７年１２月　１日 収穫行事体験

【参考】
 

第１期（２００５年）　実施回数：全７回　　　参加人数：１１７名
 

第２期（２００６年）　実施回数：全６回　　　参加人数：１６３名

8. 図師小野路歴史環境保全地域の概要
 

（１）指定年月日：1978年７月４日
 

（２）位　　　置：町田市の北部、図師町、小野路町にまたがる区域
 

（３）面　　　積：366,056m2

 
（４）概　　　要：

 
町田市北部のなだらかに起伏する丘陵地。丘陵と谷戸が複雑に入り組んだ地形、典型的な里山の景観を成しており、丘

陵部のクヌギ・コナラなどの雑木林と、谷戸部の耕作水田や湿性草地からなる多様な環境を反映して、多様な野生動植物

が生息・生育する。地元農家を中心に結成された「町田歴環管理組合（任意団体）」が、都の委託を受けて、1996年度から

昔ながらの農業手法による維持管理を行なっている。それにより、30年以上 耕作放棄した谷戸田や溜め池が復元され、

美しい里山の景観とともに、貴重な野生動植物が回復し、良好な自然環境を保全している。

9. 前回（第１４回）活動の様子


